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千葉県農林水産部長　加　藤　　勝

本県のシイタケは昭和30年代ごろから栽培され始め、東京を中心に出荷され

「千葉の生シイタケ」として食卓を賑わし、現在、生産量は1,230ｔで全国的に

は18番目となっています。

これらの栽培施設のほだ木やシイタケ子実体に穿入したシイタケオオヒロズコ

ガの幼虫が確認され、被害対策が求められてきました。

この対策として、森林研究所では不明確であったシイタケオオヒロズコガの被

害と生態を明らかにし、今後の被害対策の参考資料としてその成果を取りまとめ

ました。

本書が、ほだ木を使用した乾シイタケ生産並びに生シイタケ生産にたずさわる

栽培者の被害対策の一助となれば幸いです。

平成21年3月
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原木栽培とは、コナラやクヌギを90～100㎝に玉切ったほだ木の状態で使用し、シイタケ
（子実体）を発生させて収穫する方法で、本書ではいくつか専門的な用語が使用されています。

● シイタケという言葉について
シイタケという言葉は、二つの意味を含んでいます。ひとつは、きのこ（子実体）を形成する

菌類の名称であり、具体的にはシイタケ、ナメコ、ヒラタケなど、学名と対比された和名で記述
されます。もうひとつは、発生したきのこ（子実体）そのものを指します。

● 子実体（しじつたい）という言葉に
ついて
子実体というものは、担子菌類が胞子を作るために

形成した組織で、一般的には「きのこ」と呼んでいま
す。しかし「きのこ」は、前項のように二つの意味を
含んでおり、正確を期するため、学問的に使用されて
いる子実体というなじみのない用語を使用します。
子実体は、かさ、ひだ、柄、つば、つぼで構成され

ていますが、柄は茎とか足とも呼ばれています（図１）。

● ほだ木の育成
伐採した原木にシイタケ菌の種駒を打ち込み、林内などに伏せ込んで（写真１）、ほだ木づく

りを行います。ほだ木になると、樹皮下には、シイタケ菌がまんえんし、子実体の原基が形成さ
れます（写真2）。

● 自然栽培と不時栽培
・自然栽培：主に乾シイタケの生産を目的とした方法で、気温や降雨の刺激によって自然に発

生した子実体（シイタケ）を収穫します（写真3）。種菌は、かさが大きく、形
が良く、肉の厚い子実体が発生するように改良されています（写真5）。

・不時栽培：主に生シイタケの生産を目的とした方法で、浸水や温度の人為的な刺激によって
ほだ木から子実体をいつでも発生させることができ（写真4）、年間を通しての
生産が可能となりました（写真6）。種菌は、浸水時の刺激によって一斉に芽切
るとともに、休養時には自然発生が少ないように改良されています。

● 伏せ込み地とほだ場
・伏せ込み地：ほだ木内にシイタケ菌をまんえんさせるために、一定期間ほだ木を組んだ状態

にする森林などの場所。病害虫の発生を防ぐため、同じ場所での伏せ込みをなる
べく避けています。

・ほ　だ　場：自然栽培（乾シイタケ栽培）では、完熟ほだ木から子実体を発生させて収穫す
る場所をほだ場と呼んでいます。不時栽培（生シイタケ栽培）では、浸水操作し
たほだ木を休ませる場所として使用しており、休養ほだ場と呼んでいます。

1 シイタケ原木栽培とその用語について
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シイタケオオヒロズコガ幼虫（以下「幼虫という」）による被害は、ほだ木に生息する幼虫が
子実体に穿入して発生します。主に自然発生した子実体に穿入し、春期の穿入は高率で、秋期は
低率です。また、ほだ木に幼虫が多く生息している場合には、不時発生させた子実体にもごく低
率ですが穿入します。

● 年によって変動する被害割合
被害は年により大きく異なり、1985年の

被害は大きく、春発生の子実体で40％以上
の被害が確認されました。しかし、1988年
は10％程度の被害で収まりました（図2）。
生産者のほだ場によっても、被害状況が

大きく異なるものと考えられます。

● 厳冬期は被害が見られないが、
春発生の子実体は被害を受けやす
い
厳冬期に生育する冬発生子実体には被害はほとんど確認されませんでしたが、3月になって発

生し始める子実体には、早い時期から被害が確認されました（図3）。

● ほだ木では幼虫が四季を通じて
生息する
成虫は夏期の前後の梅雨期と秋期に羽化

し産卵しますが、幼虫は四季を通じてほだ
木の木部、樹皮下及び種駒に生息していま
した（図4）。これは幼虫の成長に差が出て
いるためと考えられました。

2 被害状況



7

ほとんどの場合、シイタケ子実体に幼虫の穿入孔
が確認されると、幼虫が発見され、シイタケオオヒ
ロズコガ幼虫にとってシイタケ子実体は快適な生息
空間と推察されます。子実体への穿入経路を調べる
と五つの型に分類されました（図6）。その中で、割
合が多いのはほだ木に直接接しているつけ根型と接
触型でした。ひだ型、茎途中型、かさ上部も見られ
ることから、幼虫はほだ木や子実体上を徘徊してい
ると推察されました（図5）。

● 子実体に見られた五つの穿入経路
子実体への穿入経路を調べると次の五つの型に分

類されました（写真7～12）。

● “つけ根型”は、本当にほだ木の中から穿入したのか？
つけ根型穿入事例のほだ木の中を調べてみると、ほだ木の中に孔道が確認された場合はごくわ

ずかであり、ほだ木上を徘徊していた幼虫が子実体に穿入していることが確認されました（図7、
8）。

3 穿入経路の五つの型と推察されるほだ木上での　
徘徊
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シイタケほだ木や子実体を加害する蛾類の総称であるシイタケガから、この害虫が一つの種と
して報告されたのは、藤下らによる学名不詳、シイタケノヒロズコガが最初です。この報告が発
表された1960年代後半には広島県、岡山県、兵庫県一帯でその被害が確認され、栃木県でも被
害が認められました。1976年に大阪府
立大学の森内 茂博士によって、この害
虫がmorophagoides ussuri - ensis で
あることが明らかにされ、和名はシイタ
ケオオヒロズコガと改称されました。そ
の後、本種は m. moriutti と変更され、
現在に至っています。
本種は、北海道以外の本州、四国及び

九州に普通に見られる種類で、現在まで
に茨城、愛知、島根、徳島、長崎など多
くの県の栽培地で採集されています（図
9）。

● 本県における被害発生の経緯
本県における被害は、匝瑳市（旧八日市場市）在住の故長房秀夫氏により昭和45年頃からほ

だ木に生息していることが確認されており、昭和50年には使用開始ほだ木１本当たり20～30頭
の幼虫が確認されました。こ
の幼虫が大阪府立大学に送ら
れ、種名確定に貢献したと言
われています。
その後、昭和50年代に長

生郡市で大きな被害が確認さ
れ、続いて夷隅郡市、山武郡
市などで被害が確認されまし
た。

● 初めての被害記録？
昭和39年、シイタケ業界

の雑誌「菌蕈」にシイタケオ
オヒロズコガ幼虫に酷似する
記事が掲載されていました。

4 シイタケオオヒロズコガの被害と分布
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シイタケオオヒロズコガは、幼虫が年間
を通してほだ木に生息し、7月頃と9月頃
に羽化します。生活史（図10）と生態の
概要は、次のとおりです。

● 成　虫
成虫（写真19）は体長が12㎜程度の褐

色の蛾で、主に6月から7月、一部は9月
に出現します（図11）。昼はほだ組みなど
の隙間に潜み、夜間に活発に活動し飛翔し
て交尾します。そして、１粒づつ主に地上
に、一部はほだ木の樹皮などに産卵します。

● 卵
卵（写真20）は、2週間程度でふ化しま

す。

● 幼　虫
ふ化した幼虫は、シイタケ菌糸がまんえ

んした種駒や樹皮に穿入して生息します
（写真15、16、17、21）。ほだ木には年間
を通して生息し、シイタケ以外にカイガラ
タケ（写真24）やカワラタケでも確認さ
れています（図15）。ほだ木に生息する幼
虫の一部がシイタケ子実体の発生とともに
穿入します（写真7～12）。

● 老熟幼虫
老熟幼虫は活発に行動し、樹皮（写真

22）のほか、ほだ木の接着部分や湿り気
のある物陰に集まって虫ふんや木くずをつ
づり合わせてまゆを作り（写真23）、その
中でさなぎになります。

● さなぎ
さなぎの期間は約2週間で、体を半分乗り出して成虫になります（図22、23）。

5 シイタケオオヒロズコガの生活史
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● 試験の目的
シイタケオオヒロズコガ幼虫は、

シイタケ菌のまんえんした部分に
生息するため、種駒の接種時には
原木に生息していません。ところ
が、ほだ木として発生操作を開始
する時には、既に生息しています
（図12）。そこで、ほだ木の育成段
階で幼虫がどのように生息してい
くのかを明らかにしました。

● 試験方法
1989年3月下旬、シイタケの種駒を原木に接種し

てほだ木をスギ林に伏せ込みました（写真25）。幼
虫の生息が確認されている前年のほだ木（左側）か
ら約50㎝離し、接種した原木を伏せ込みました（右
側）。１か月おきにほだ組みからほだ木を20本ずつ
抜き取り、はく皮して幼虫の生息場所（種駒、樹皮、
木部）を調査するとともに、シイタケのほだ付き率
（ほだ木表面のシイタケ菌糸まんえん面積／ほだ木表
面積×100％）を算出しました。

● 試験結果
接種4か月後（7月下旬）に、種駒に幼虫の穿入が確認されました。穿入したほだ木のほだ

付き率は11％及び2％と低く、シイタケ菌糸のまんえんの遅速に関係なく種駒に穿入したと考
えられました。接種6か月（9月下旬）以後、種駒、樹皮、木部のすべてに幼虫の生息が確認
されました。生息したほだ木の割合は、9月で全体の60％、１月には、すべてのほだ木で幼虫
の生息が認められました（図13）。
幼虫の生息は、樹皮で最も多く認められました（図14）。

6 ほだ木の育成と幼虫の生息開始
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● 試験の目的
シイタケオオヒロズコガ幼虫が多く生息しているほだ木の近くに伏せ込むと、早い時期から幼

虫が穿入することが明らかとなりました。そこで、栽培地に隣接していないコナラ林でほだ木を
育成し、幼虫の生息状況を調査しました。

● 試験方法
1990年4月下旬、コナラ原木50本に種駒を接種し、シイタケ施設や伏せ込み地に隣接してい

ない場所として、スギ林と畑に囲まれたコナラ林に伏せ込みました。翌年3月、伏せ込んだほ
だ木の中から10本を抜き取り、はく皮して幼虫の生息頭数と生息場所（種駒、樹皮、木部）を
調査しました。

● 試験結果
シイタケ施設や伏せ込み地に隣接していないコナラ林に伏せ込まれたほだ木でも、11か月後

にはシイタケオオヒロズコガ幼虫の生息が確認されました。生息率は10％でしたが、種駒、樹
皮、木部のいずれにも生息していました。

7 シイタケ栽培地に隣接していないコナラ林で
育成したほだ木での幼虫の生息

● 調査の目的
シイタケ以外の野生きのこへの生息状況を調査するため、ほだ木に害菌として発生している野

生きのこにおけるシイタケオオヒロズコガ幼虫の生息状況を調査しました。

● 調査方法
シイタケオオヒロズコガ幼虫の

生息が確認されているほだ木60
本について、害菌の野生きのこを
採取し、きのこ害虫の種類と頻度
を調査しました。

● 調査結果
カワラタケ、カイガラタケ、ダイ
ダイタケ、クロコブタケが発生し
ており、カワラタケとカイガラタ
ケにシイタケオオヒロズコガ幼虫
が生息していました（図15）。

8 シイタケほだ木に発生した野生きのこにおける　
幼虫の生息
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1．幼虫の生息状況の確認
シイタケオオヒロズコガが生息しているサインである虫ふん（写真13、14）、穿入孔（写真
15）、脱出孔（写真22、23）、浸水時の幼虫の出現（写真18）に注意し、ほだ場・伏せ込み地
ごとの生息状況を確認します。

2．ほだ場・伏せ込み地ごとの生息状況への対策
・幼虫生息数が多い（被害率10％以上）：薬剤により防除する
・幼虫生息数が中程度（被害率１～10％未満）：生息環境に留意し、減少させていく
・幼虫生息数が少ない（被害率１％未満）：生息環境に留意し、増加させない
・幼虫数が生息していない：この状態を維持する
※被害率：穿入孔が確認できる子実体／調査子実体×100％

3．シイタケオオヒロズコガの生息しにくい状況を作る
・ほだ場の通風を良くし、陰湿とならないようにする。
・ほだ場の近くに廃ほだ木を置かない。
・新ほだ木を被害ほだ木の近くに置かない。
・ほだ木を規則的に使用し、浸水操作を実施して幼虫を減少させる（不時栽培）。

● シイタケオオヒロズコガの天敵
まだ効果的な抑止力となっていませんが、幼虫の生息数を抑制する天敵として、昆虫病原菌

（写真26、27）と寄生蜂（写真28）が確認されています。

9 被害の抑止方法について
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シイタケオオヒロズコガ幼虫に対しては、生物農薬のゼンターリ顆粒水和剤が農薬登録されて
います。

● ゼンターリ顆粒水和剤（パンフレットより）
1．成分・性状
・有効成分：バチルス・チューリンゲンシス菌の生芽胞及び産生結晶毒素
・性　状：淡褐色水和性細粒及び微粒

2．安全性
・人畜毒性：普通物相当

急性毒性　ラット　経口投与　LD50値＞5,000㎎/㎏
ウサギ　経皮投与　LD50値＞2,000㎎/㎏

・魚 毒 性：Ａ類相当
TLM値　コイ（48時間）＞1,000ppm

ミジンコ（3時間）＞1,000ppm
・カイコへの影響：安全基準日数60日以上
・ミツバチへの影響：1,000倍希釈液で影響なし

3．作用機作
本剤は、摂食されることにより細菌のたん白質が分解されて毒素を生成し、腸細胞を破
壊して摂食活動を停止させます。

4．使用方法
・種駒への塗布：接種に使用する前日に、本剤200倍希釈液約20mlを発泡スチロール面に塗

布し、室内で乾燥させる。
・ほだ木への散布：6月から9月中旬までの成虫の飛翔時期に、ほだ木1000本当たり1000倍

液50リットルをむらなく散布します。生息状況により１～3回散布します。
＊種駒への塗布とほだ木への散布を併用すると、より効率的な防除が可能となります。

10 防除薬剤について

◆ 生物農薬とは
生物を生きた状態で防除に利用する製剤を生物農薬という。昆虫、ダニ類、線虫、微
生物（ウイルス、最近、糸状菌）などが利用されている。

◆ BT剤とは
バチルス・チューリンゲンシスに属する細菌がその菌体内に生成する結晶毒素タンパ
クを有効成分とする殺虫剤で、製剤に際して芽胞の殺減処理を行ってあるものと行って
ないものがある。

（農薬ハンドブックより）
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● シイタケ栽培とともに増加したシイタケ害虫
森林の中で生活していた特定の昆虫等がシイタケ子実体を栽培することによって増殖し、害虫と

呼ばれるようになりました。それらをグループ分けすると、原木を加害するもの、ほだ木を加害す
るもの、生の子実体を加害するもの、乾燥した子実体を加害するものに分けられます。
シイタケオオヒロズコガは、ほだ木に生息し、子実体の発生とともに幼虫が好んで子実体に穿入
して食害する重要度の高い害虫です。

● 原木を加害する昆虫等
森林害虫は、その重要度から、生きている樹木を枯らすことのできる一次害虫、衰弱した樹木

を枯らす二次害虫、そして枯れた樹木に生息する昆虫等に分けられます。シイタケ原木の害虫は、
二次害虫と枯れた樹木に生息する昆虫等が該当します。
カミキリムシ類、キクイムシ類、ナガキクイムシ類が該当します。

● ほだ木を加害する昆虫等
植菌されたシイタケ原木がほだ化されていく過程、ほだ木、あるいは古ほだ木となって朽ちて

いく過程で加害する昆虫等です。
シイタケオオヒロズコガ、キマワリ、ゴミムシダマシ類が該当します。

● 生の子実体を加害する昆虫等
菌食の昆虫等で、本来森林で繁殖する菌類を摂食していると考えられますが、子実体の発生と

ともに集合して子実体を加害します。表面を摂食する場合と穿入して摂食する場合が見られます。
シイタケオオヒロズコガ、フタモントンボキノコバエ、キノコバエ類、トビムシ類、ホソオオ

キノコムシ類、ホソマダラホソカタムシ、キマワリ、ナメクジ等が該当します。

● 乾燥した子実体を加害する昆虫等
子実体を乾燥して保存している時に加害する昆虫等で、貯穀害虫との共通性があります。
コクガ、ハウカクムネヒラタムシ、ニホンホソオオキノコムシ等が該当します。

参考資料　シイタケ害虫いろいろ
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